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Hirosbj．KoIうAYASliI   

Faculity of Fis王1erまes，Mie UIlま1′erSity  

Tbe autborllaS Sとudies o】ュtlle】・eSults orIneaSured soakillg d叩抽a11d tlle fjshiilg  

Operations of t‡1e de叩tunalollglまne（bavinglO brallClllilleS）in the tl◆Opicalarea of  

easternIndiallOcean，and‡1aS ObtaiIled the followlng reSL11ts．   

1．Tlle range OfIneaSured soalくま咽dep七IlOf tlle deep tu11a10】1gli‡1eis froln98I11  

to299 m．  

2．T‡1e CatCilrate Of bigeye tulユa Of d（∋鞘）booiくSisll王gllCOm】）ared w比h shallow  

lユ00！こS．Tbis result would sllOW thatthe derlSity of dis七ributioIlまs coIl＄iderably  

hig】1at tねe deepest book．  

3．Jn t‡1e CaSe Of big野¢tulユaS Caugllt by the deep tu11aloIlgliIle，tl】el100king  

tinle Of deep booksis earier tbaIISllallowllOOks．  

4．The dellSity of di§七ributio‡10f bjgeye tu11ais tllickiTlthe daytirne but tlle  

ce】1ter Of distrまbution gradual】y begins to rise to tlle Sllallo＼Vlayer before alュd  

after sl111Set，a11d tlleiIiClirlatio王10f distrib11tio11Ilearly disappearsi】l抽e  

I11i（l両どIlt．  

う．The de引）tu11alongline abく）ut bigeye tし111aSllaS al）etter fish王三】g effect tわa11  

tlle regular tu】1naloIlgliIle（having5branc】ユ1ines）．  

Xeyw（〉rds：Bigeye tuJla，eCOlogy．   

まぐろ延縄漁業をま，漁具の構造上，漁具がその対象魚の遊泳掛こ適卯こ政教されなければ，漁塞  

の向上を期待することはできない。それには，漁具の救紋深度と対象魚の遊泳層およびその時間的  

変化を把握することが是非必要であり，多くの研究が行なわれている。たとえば，普通延縄（ヲ本  

付け）による花本（1974，i976）の研究，魚群探知機によるl、畑中ら（1966），行細ら（1972），魂消l  

ら（1974）の研究があるが，鉛直的な広がりが小さいこと，魚種の確認が園鄭なことなどの欠点を   
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免れ得ない。これらの欠点をカバーした立純によるSA汀0（1974，197う），斉藤ら（1974）の研究  

もある。これらは，いずれも，遊泳J習とその時間的変化，および，魚沼密度などが検討されている  

が，まだ，十分とはいえない。   

著者は，マグーコ延縄の敷設傑度とメバチの遊泳層，および，その円周変化を明らかにし，操業上  

の参考に資するため，蛋鷹的にも水平的にも大きな広がを）を持つ傑延縄の漁獲結果とその敷設深度  

を検討し，メバチの遊泳層に関する山知見を得たので報督する。  

資料 と方法   

資料  この報告に用いた資料は，愛知ガ兵立三谷水産高等学校所属船愛東丸の第弓一次航海（1開1  

年1月から3月に至る東部インド洋赤道㈲戒まぐろ延純漁業調査・実習航海）における漁獲鍼磯凝  

果，および，圧力式自記蘭度計による延穐深度の測産結束である。Table】に漁獲結束を示した。   

嫁菜海域  東部インド洋赤道海域におけるジャワ・スマトラ島南方（以下東側梅城とする），お  

よび，スリランカ（セイドン偽）南から南々東方（以下1酢蛸淘城とする）である。Fig．1に操業  

W昏Ster   nnrea   

竿 

80  90  100  110  

E・Long．  

ぎig．1．Locatio110f tlユe fislli11g O王）erations．  

海域を示した。   

使用漁具と漁法  使用した漁具は．10木枕立ての深延縄である。投網は午前6時機から開始し．  

約4時間30分を要した。また，揚げ純は，i4凋30分噴から開始し，約12～13時間を要した。使用鉢  

数は，i操業235鉢（釣針23う0本）である。糾料は冷凍サンマのをノ削、た。Table2 に漁具の仕  

様を示した。   
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Tab】el．Catches by deep tuJ】alollgline．  

91  

1．10  2●9   3●8   4●7   う●6   蔓  Total  l・11）Olくl）OSiいoll  

ま8，800 略800 18，800 18，800 1乳800  NuInber of hoolく  

別geye tulla  
r如描附帯（血路肌（Lowe）  

1■ello＼1イitltしI11こ1  

71如‘乃乃㍑∫αg∂αCβγβざ（Bonnaterre）  

Å1bacore  
71ゐ㍑邦才iα壬iざαgαJ捏プ‡gα（Boll11a七erre）  

Striped王Ila】・1in  

mか凝舶肌ほの痛∽（Philippi）  

別ueInarlin  

助力α∫γβ乃ぎgプ′7どαタブ∫Lace靂）ede  

S＼＼，Or（1risll  

且妙妬㍑g毎が鋸1血皿  

Mizuwan王  

掩ざ祝如cαγCゐαr∫αざカα別ひゐα才■蛮（Matsubara）  

Å0芝a！ne  

ね沼Ⅶぶ“げ〟机愈那（Rafinesque）  

Balreao 

Jざ‡げ㍑∫如才‘ぐ‡まぶ（GuitarレMa11day）  

Haclliware  

Aわがαざざ‡‘如7′C～～ねぶ富‘ぶ（Lowe）  

Yos13ilくirizalⅥe  

グI■ね肌仙㌧が血一川（1．i‖11aeしIS）  

Yogore  
C♂㌢■頭㈲戒泡状＝励閥有那㈲那（p戊y）  

1くurotogal●izanle  

CαγCゐαプ・ゐg乃びざ／αJcブ′ロγ椚∫ざ（Bibron）  

790  

297  

う2  

92  

3う  

ぅ4  

2う  

30  

う4  

27  

182  

ユう  

6う  

43  68  146   229  304  

58  82  71  

8  10  9  

23  2う  21  

】3  7  7  

6  う  う  

4  7  4  

3  8  う  

ぅ  3  10  

1  ▲！  う  

う2  40  う2  

うぅ  31  

9  15  

日  9  

3  3  

7  ＝  

4  4  

7  7  

8  10  

6  11  

34  24  

5  う  2  2  3  

21  22  6  6  8  

220   284   343   う8ヰ  440  

H脚ked rate（％）  1．17  1．う1  ま．82   2．04   2．34  要  1．78  

でable2．ConstrtlCtion of a tu】ユalongl王Ile．   

Name of part  Meterial  Lengbt  NulⅥber  

MaiIlline  TetoronlOOOD／19  うO nl  

Float line TetoroIllOOOD／19  26rll  

Bra】－CIlli王－e  TetoroI12うOD／40  1う】1l  

‖  

1  

10  

10  

10  

1  

ユ0   

笈294×3  

羞29う×う   

36c111  

No．36  

Seltiyama  

Iloolこ，s wire  

Float  

上・【001く  

調査方法 鉢な単位として拗収順に1から10務まで釣針に番号を付け（Fig．2参‥照）掛かった  

魚の魚種，甲板への揚収時刻，および仁揚収時粟おける生死別のほか，魚体調査を実施した。   

延縄深度の測定は，圧力式自記深度計（柳計器K．K．製）2個を用いHook…2およびHookM6   
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Nく〉．5   No．6  

300－  

Fig・2・CoIIStrLICtio110f tbe de印tunalollglille（bavinglO brarlC‡11illeS）and  

蝕e regular tu王－alonglille（bavi11gうbra‡1ClllilleS）gears．  

の釣針部分に装脅した。水中蕊盛が約1．6kgあるので，直径11．4clnの浮玉2個を付けて水中蕊  

盈を300gにまで軽減した。深度計の敷設部勧ま，延紬の敷設長さの中央部より揚げ穐終了地点寄  

りとし，浸済矧…閏カミ12～14時間となるようにした。   

また，釣針の計算深度は，青原（19引）の理論式によって算出した。   

富原（1951）によれば，海中に敷設された延納は，櫻縮約にはカテナリー曲線状となり，浮義と  

浮義の間に懸垂し，碑磯の深さは，浮蓋間の幹紬の反さと投純時の短縮率（浮玉l間隔／浮義間の斡  

細長さ）によって決るとされ，次の理論式を与えている。   

各釣針の深度＝hf＋hb－トL〔、汀二面岳菰叫イロニラ；汚ぎぎ二蘭玩〕   

ただし hf 浮純の長さ  

b－｝ 枝細の長さ  

L 幹純1鉢の長さの半分  

111鉢の浮経と枝純，枝経と枝跳の1等那覇の数  

j l鉢の1端から釣針にl通番号を付した場合の各釣針の番号  

甲0 浮純綿瀞点の沖縄と水平線の角度で，短縮率（k）から求める。  

k（投純始点から投純終点までの距離）／〔（延縄1鉢の戊さ）×（鉢数）〕  

延縄敷設深度の概要  

延縄の深さ  敷淑徳の釣針の深度は，山定に保たれるわけではなく，12”14時間の放散中にか  

なりの深浅変化が起こっている。その変化の大きさは，浅いHook～2に比べて深いHook～6で  

大きい。その変化のパタけンを分類すると，1）周期的に深浅変化が起る場合，2）漸次浅くなる   
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場合，3）漸次傑くなる場合，4）ほとんど変化が起らない場合の4つのパターンに分類される。  

Fig．3 にその代表的な例を示す。  

1 2 3 ム 5 6 7 8 9101112131‘  
SoQking time  

Fig．3．Cbangi！1g patternS Of tile Value of del）tll】11eaSured by tlle  
deptllmeter，  

Table3，4は，各操敷こおける釣針の深度渕定結果を示したものである。   

この表から，この銅盤期間中に，最も深かった操業で記緑されたHookル6の深度をみると，そ  

のjl£均深度は，279m（最深299m，及浅248111），戯も浅かった操業において記録されたHooiく～6  

の平均深度は，lう1m（最深208m，綴浅，IO4rm）である。■また，金塊業を通して記録された  

Hook～6の平均深度は，220．5nlである。   

山方，この調査期間中に敷設された延縄の短縮率は，0．53～0．63（平均0．う7）であり，吉原（！9う1）  

の理絡式によって算出したHook”6の深度は，短縮率が0．57の場合に257．4mである。この計  

算傑度は，実測平均傑度（220．5m）に比べて36．9m深く，最深々度の平均値248．8ⅠⅥ と比べて   
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で軋も1e3．Tbelnea凱1redヽralもIe Of hook deptbs of tlle deei）tし1】1a  

longline（HoolくpOSitioIINo．2）．  

94  

Date of  ≧  Rate of  Max．  Mi】1．  Mearl  Standard  

de王）bt（Ill）  depth（ln） deviation（1Ⅵ）  Observatio夏l姜  Sl】Ortening d印加（Im）  

1う7  2．3  

140  2．5  

12う  6．2  

130  2．5  

127  3．5  

125  6．3  

1ヰ5  5．1  

1う7  3．1  

131  7．6  

140  Ⅰ．8  

129  3．0  

Feb．1，81  

2  

3  

4  

8  

上2  

15  

17  

18  

19  

20  

0．60  141  

0．う8  14ヰ  

0．63  135  

0．59  1うう  

0．う7  133  

0．6i  133  

0．う8  148  

0．5う  141  

0．うう  141  

0．う6  142  

0．う7  1132 

1う2．75  4．04  MeaIlValue 茎  0．う7  138．64  

も8．6m深い。   

また，全線楽を通して求めた実測深度の信頼限界（倍碩係数9う％）は，206．3mおよび234．8m  

で，劉・罪深度に比べて浅くなることが多いが，206．3mより浅くなることは少ないものと考えるこ  

とができる。なお投純後水中における漁具の沈降速度は，0．i3～0．20m／secで，水中において  

Hook No  

12345  ◆  ▲● ●  ●  ●  

109876  

Temp．（CO）  
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Fig．4．11Iook’s（1el）th an（1ttle＼・Crticユ1distT■ibutiol】0［tlle te：11t〕eraturC ＝lthe fishing ground．  

E：EasterI】area．  Ⅵ7：WesterIlarea．   
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落ちつくまでに20～う0分を要している。   

釣針深度と水温  Fig．4 は，釣針深度と水温の弛緻密化を示したものである。   

西側海域における水温踏ま層内の温度下降は，比較的急であるが，東側海域では，緩やかに下降し  

ている。同じ傑度における両海域問の水温差払 最大2～うOCに適しているが，深くなるに従いそ  

の差はせばまり，200m を越えると，lOCに満たない。また，この図から，すべての釣針は，水温  

躍層内とその下層に敷戯されているものと考えることができる。   
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結果と考察  

漁獲深度の検討  釣獲釣針番号の調査結果から，釣針別に求めたメパチの漁頻比率（釣針別の  

漁獲尾数／全漁寒尾数）をFig．5 に示した。  
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Fig．5．Catcilrate†）y抽e hook positioll．  

Catcllrate＝ニCatcilOf eacll†100k／Totalcatc】】．Uppe】・gral）11：Regular tulla  

loIlgliIle．Lower gra】）ll：Deep tllIlalo11gline．  

漁獲比率は，浅い釣針から順に，現魔（う．ヰ6％），66尾（8．38％），14・6尾（16．う3％），229尾（29．06  

％），304尾（38．58％）と深くなるに従い高くなっている。汲も深い層に敷設されているHook血う  

および6の漁頻比率は，戯も浅い層に敷戯されているHooK鵬1およびiOに比べて約7倍もの高い  

値を示している。このように深度増加に伴なう漁痙比率の増加割合は非常に大きい。   

Saito（i974）のたて維紙験結果によると，漁獲されたメバチの傲深々度は，フィージー西方海  

域の勘合340～う80】Ⅵであったと報告されている。また，斉藤（l郡司うは，ノ、ワイ南西海域におけ  

る紙験塊業の結果，釣埠率は，170～245mで汲も高く，剛如こ行なわれた常温延純より高かった  

ことを報告している。   

この調査で記練されたHook…うおよび6の救紋深度は，多くの場合206．3mを越えていること，  

深度増加に伴なう漁境比率の増加割合が非常に大きいこと，および，浅い釣針に比べて深い釣針の  

漁磯比率がきわめて商いことを併せて考えると，メバチの漁獲深度（遊泳深度と考えることができ  

る）は，少なくとも206．3‡11を越えた深層にまでおよんでいるものと考えることができ，過去の研  

究結果とほぼ対応している。   

他方，メパチの漁撥深度の限界は穐め難く，前述の結果から考えると，Hook叫うおよび6以深か  

ら急激に漁獲比率が減少しているとは考えられない。この釣針以深においても，漁頻比率は，浅い  

釣針に比べてかな日商くなるであろうことが予想され，この釣針深度以深にも相当商い密度で分布  

しているものと推定される。   

釣針敷設範闘の鉛直的な広がりが，在来のう本仕立ての潜通延納に比べて広く，倣設深度が100′｝  

120m深い深延縄は，このように傑掛こ高い線度で分布しているメバチを対象とすることになり，  

漁具効率の商いことが認洩される。   
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この操業で用いた傑延縄漁具よりも深い（11本位立て以上，あるいは，浮細や枝細長さの増加）  

漁具の採用は，メバチの漁掛こ対して脚層有効に作用し，漁磁性能の向上が期待されるであろう。  

敢近，本邦漁船のみならず，韓国や台湾漁船によって広く採用されているi3本位立てを越える深延  

純漁具は，当を得たものといえよう。   

生魚比率の検討  延納の釣針に掛かった魚類は，時間が経過するとともに，順次死亡して行  

く，山口ら（1968）払 メバチの釣燕彼の生存時間を約3時間20分と推定している。このことを考  

慮しながら，生魚（生きて甲板へ接収された魚）の漁獲傾向を把握するならば，その釣範疇刻が推  

定できる。 このような思考のもとに，漁塵紙莱について種々の検討を紙みた。   

Fig．6は，釣針別に生魚漁獲尾数の経時変化を示したものである。生魚の漁境のピークは，釣針  

によって異なり，Hook…1および10では23時頃，Hook鵬2およぴ9が21時頃，Hook…うおよび8  

が，19時償，Hook山4および7，Hoolく－5および6が17時頃に摘現し，深い釣針ほど早い時刻にピ  

ークが繭ずれている。   

この結果は，深い釣針で釣塵時刻が早く，釣針が浅いほどその時刻がおそくなっていることを示   
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し，日没後の時間経過に伴なう遊泳層の浮上を示唆している。   

ところで，森田ら（1974）は，魚群探知機による調査から，マダlコ棟は，夜間20′｝うOm■にまで  

浮上し，日中になるとう0～150mにまで沈降すると報督し，柴】羽（196う）腋，日中に喋く仁夜間浅  

掛こ浮上するものもあるが，200m付近にまで分布が認められると報告し，マグ項類の遊泳層が時  

間的に変化することを認めている。   

この調査で観察された事項とこれらの報倍にもとずき，メバチの遊泳層について，以下のような  

1つの推論を行なった。  

！三川〕，メバチの分布の中心は，深延純のHook血うおよび6以傑にあるが，日没前後になると，  

深層からDSLと共に浮上する個体が現われ始め，漸次，浅掛こおける分布密度が増してくるが，  

深層に残屈している個体も多く，深夜になっても分布密度は，傑延縄の漁獲深度を越える深層で比  

較的濁く保たれている。すなわち，lヨ中は，深層にかたよって分布しているが，‡ヨ没前後から次第  

に分布の中心は浮上し，深夜に至ると分布の深度的なかたよりはほとんどなくなる。   

以上の推論から考えると，深延縄は，在来の普通延縄碇比べて敷設深度が深く，建艦的榊囁広い  

範河をこわたっているため，メバチの遊泳慣の変化により効鰍的に対応でき，その遊泳層により適  

卯こ敷設されていることになる。このような意味から考えて，メバチを主対象とする場合，深延縄  

は，骨通延縄に比べてより効果的な漁具といえよう。   

また，傑延縄の般速報時刻は，まぐろ漁船で慣行的に行なわれている時刻より遅らせた方が，釣  

針深度とメバチの遊泳償とを山致させる時間が良くなり，漁埠能率の向上に有益であり，十分検討  

されなければならない。   

ところで，深延緋で漁頻される深層のメパチと普通延縄で独歩されるメバチは，襲紺剛拘に衝ト・の  

於源と考えられるので，傑延紬による一層の漁頻努力の増加や漁凝性能の向上は，潜通延納にも増  

してメバチの資源に探測な影響を与えるであろうことが考えられ，野瓢管理には，特に注窓が払わ  

れるべきものと考える。  

要  約  

東部インド洋赤道㈲成において爽施した傑延縄の漁澱繚栄および敷設傑臆測定結果を検討し，次  

のような結果を得た。   

L 深延縄（相木仕立て）の釣針敷設深度範囲は，98～299mである。   

2．釣針別にみたメバチの漁磯比率（分布密度を表わす）は，傑い釣針ほど商い。このことは，  

深層における分布密度が，洩層に比べてかなり商いことを示す。   

う．深延縄で漁獲されるメバチの釣針別にみた釣獲のピークは，日没前後から日没後3”4時間  

後にみられ，深い釣針ほど早い時刻に現れている。   

4．メバチは，日中，深層にかたよって分布しているが，日没敵機から次第に分布の中心は浮上  

し，深夜に至るとそのかたよりは，ほとんどなくなる。  

終りに本研究を行なうにあたり，有益な助言を償いた本学部教授山王二l裕山郎博士，調査を実施す  

るに当りあたたかい協力を得た愛知丸船長水俣敬生民はじめ乗組鼠各位に深謝の意を表する。  
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